別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名: 都市エリア産学官連携促進事業費(医療クラスター発展型)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　総合企画部 研究開発課 研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2485）

　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：10,000千円（前年度予算額：10,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　国費で実施する地域企業ニーズに即した高度医療機器の研究開発と併せて、研究成果の事業化と普及を図る「先端医療機器事業化推進プロジェクト」として以下を実施し、地域の優れたモノづくり技術の医療機器分野への展開と更なる集積を図ると共に、部材提供型産業から最終製品製造販売型産業への発展と県民の健康増進を図る。
（１）薬事取得支援

医療機器の事業化に必要となる薬事取得戦略等の策定を支援
（２）プロトタイプ製作支援

企業が行う試作品製作を支援し、医療現場の意見・評価を製品に反映
（３）販路開拓支援

研究成果の展示会への出展などを支援
（４）人材育成支援

若手研究者、企業技術者向け研修等を実施
	２　所要経費


（１）薬事取得支援　648千円
（２）プロトタイプ製作支援(補助金)　4,000千円
（３）販路開拓支援　2,900千円

（４）人材育成支援　720千円
（５）先端医療機器研究会　732千円
（６）事務局経費　1,000千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

・電子カルテシステムや人間機能支援システムの開発など、医療や健康福祉関連産業の振興・集積につながる医工連携による新製品の研究開発を進め、医療福祉分野のサービスを創出する
	２　これまでの取組状況


地域産学官連携で進めている高度医療機器に関する研究開発プロジェクトの成果普及並びに事業化を支援するため、展示会への出展支援、企業の薬事コンサルタント、薬事セミナーを開催した。（平成２１年度実績：出展支援１社、薬事コンサルタント８社、薬事セミナー１回）
	３　これまでの取組に対する評価


高度医療機器に関する研究成果の普及・事業化を推進するために設立した「先端医療機器研究会」に１８社の参加（平成２２年４月現在）を得て各種事業を実施するなど、地域における医療機器産業育成基盤を構築した。基盤を強固なものとするため、今後も普及・啓発に努める。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000

	要求額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000

	決定額
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000


